
言葉 の 森

「
風
邪
を
ひ
く
」「
ピ
ア
ノ
を
弾
く
」「
豆

を
挽
く
」「
線
を
引
く
」「
値
を
引
く
」「
鍋

に
油
を
引
く
」「
惹
か
れ
る
」。
―
―
漢
字
で

は
使
い
分
け
が
あ
る
が
、
も
と
も
と
の
日
本

語
と
し
て
は
一
つ
の
言
葉
だ
。「
ひ
く
」
の

用
法
は
な
に
げ
に
広
い
。

も
と
も
と
、「
ひ
く
」
と
は
、典
型
的
に
は
、

水
平
方
向
に
、
自
分
に
近
づ
く
方
向
で
、
力

を
加
え
る
こ
と（
移
動
の
こ
と
も
あ
る
）。「
綱

引
き
」
の
「
引
く
」
は
典
型
的
だ
が
、「
線

を
引
く
」
も
水
平
方
向
の
動
き
で
、
そ
こ
に

軌
跡
を
作
る
。「
水
道
を
引
く
」
も
、「
線
」

の
軌
跡
が
敷
設
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ち
な

み
に
「
長
引
く
」
は
、
時
間
の
流
れ
と
い
う

「
線
」
で
の
「
延
長
」
だ
。「
納
豆
が
糸
を
引

く
」
は
水
平
方
向
で
は
な
く
立
体
的
に
軌
跡

が
で
き
る
。「
風
邪
を
ひ
く
」
は
、「
悪
い
風

を
体
に
引
き
込
む
」
病
気
と
と
ら
え
ら
れ
て

い
た
点
で
や
は
り
「
ひ
く
」
だ
。

「
ピ
ア
ノ
を
弾
く
」
も
「
ひ
く
」。
楽
器
の

中
で
も
、「
ひ
く
」
楽
器
に
は
基
本
的
に
弦

が
あ
る
。
弦
を
引
っ
張
っ
て
弾
い
た
り
弓
を

引
い
た
り
し
て
演
奏
す
る
か
ら
だ
。

「
豆
を
挽
く
」
は
、
臼
の
よ
う
な
も
の
で

水
平
方
向
で
の
動
き
を
「
引
い
て
」
作
り
だ

し
、
そ
の
下
に
何
か
を
置
い
て
砕
く
こ
と
だ
。

挽
き
た
て
の
コ
ー
ヒ
ー
は
い
い
が
、「
車
に

轢
か
れ
る
」
の
は
避
け
た
い
。
交
通
安
全
の

た
め
、
改
め
て
心
を
引
き
締
め
ま
し
ょ
う
。

「
引
い
て
内
容
を
ぬ
き
取
る
」
と
い
う
拡

張
も
あ
る
。「
引
き
算
」
の
「
ひ
く
」
だ
。

こ
の
場
合
、
中
身
が
減
る
。「
給
料
か
ら
〜

を
引
か
れ
る
」
の
は
悲
し
い
が
、「
三
割
引
」

み
た
い
な
う
れ
し
い
「
ひ
く
」
も
あ
る
。
お

そ
る
べ
し
、「
ひ
く
」。

「
心
惹
か
れ
る
」
の
は
受
動
的
だ
が
、
人

や
も
の
に
対
し
て
、「
推
す
」
と
い
う
言
葉

も
あ
る
。こ
ち
ら
は
能
動
的
だ
。た
だ
の「
好

き
」で
は
な
い
。「
推
し
」は
芸
能
人
と
か
ゲ
ー

ム
と
か
小
説
と
か
、い
ろ
い
ろ
「
選
ば
れ
る
」

も
の
の
中
で
自
分
が
大
好
き
で
応
援
し
た
く

な
る
も
の
に
つ
い
て
言
う
。
だ
か
ら
昼
寝
が

好
き
で
も
「
私
の
推
し
は
昼
寝
だ
」
と
は
ふ

つ
う
言
わ
な
い
。こ
の「
推
す
」も
本
来
は「
押

す
」
と
同
じ
言
葉
。
皆
に
推
薦
し
た
く
て
台

の
上
に
オ
シ
あ
げ
る
よ
う
な
感
覚
で「
推
薦・

応
援
す
る
」
わ
け
だ
ろ
う
。
方
向
は
正
反
対

だ
が
、
好
み
に
関
す
る
比
喩
的
表
現
と
し
て

「
力
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
点
は
共
通
し
て

い
る
。

さ
て
さ
て
、「
ひ
く
」
に
は
反
対
の
使
い

方
も
あ
る
。「
あ
の
人
、
変
な
こ
と
を
言
う

の
で
引
い
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
の
が
そ
れ
。

今
度
は
、
避
け
る
よ
う
に
体
を
離
す
わ
け
だ
。

「
惹
か
れ
」
た
り
「
引
い
」
た
り
、
忙
し
い
。

辞
書
等
か
ら
引
用
す
る
の
も
「
引
く
」、

辞
書
で
調
べ
る
こ
と
も
「
引
く
」。
手
許
の

『
旺
文
社
標
準
国
語
辞
典
』
を
引
く
と
、「
血

の
気
が
引
く
、
会
社
を
引
く
」
な
ど
、
ほ
か

に
も
「
引
く
」
は
大
活
躍
で
あ
る
。
い
や
あ
、

言
葉
は
お
も
し
ろ
い
。
実
に
心
惹
か
れ
る
。

で
も
こ
ん
な
こ
と
で
う
れ
し
が
り
す
ぎ
る
と
、

ち
ょ
っ
と
「
引
か
れ
」
ち
ゃ
う
？

「
ひ
く
」？「
お
す
」？

46

早
稲
田
大
学
教
授

森も
り

山や
ま

卓た
く

郎ろ
う
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0101

今
、

言
葉
に

で
き
る
こ
と
の

す
べ
て
を
。

令
和
七
年
度
版
中
学
校
『
国
語
』

も
の
ご
と
が
変
化
す
る
ス
ピ
ー
ド
が
ま
す
ま
す
加
速
す
る
現
代
。

そ
ん
な
中
で
も
言
葉
の
も
つ
力
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

人
と
人
、心
と
心
、人
と
社
会
を
つ
な
ぐ
言
葉
。

子
供
た
ち
が
言
葉
の
力
を
信
じ
、言
葉
に
よ
っ
て
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
た
め
に
、

私
た
ち
は「
国
語
」の
教
科
書
に
で
き
る
こ
と
を
追
究
し
ま
し
た
。

七
十
年
以
上
も
の
間
、言
葉
の
力
を
伝
え
続
け
て
き
た
光
村
図
書
。

そ
ん
な
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
提
案
で
き
る
新
し
い
国
語
教
科
書
を
お
届
け
し
ま
す
。
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1
ポイント

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
「
国
語
力
」
と
は
、「
課
題
を
発
見
し
、
解
決
す
る
た
め
の
言
葉
の
力
」
だ
と
、
光
村
図
書
は
考
え
ま
す
。

そ
れ
が
確
実
に
身
に
つ
く
よ
う
、
学
習
の
手
引
き
を
一
新
し
ま
し
た
。

「
読
む
こ
と
」
教
材
だ
け
で
な
く
、「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」
教
材
で
も
、
こ
の
構
成
は
共
通
な
の
で
、

領
域
を
超
え
て
能
力
を
育
み
、
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
語
力
を
高
め
る
―
課
題
を
発
見
し
、解
決
す
る
言
葉
の
力
を

136●

振
り
返
る

言の
葉ポケット

文章の構成と内容を捉えよう。
① 次の内容がどの段落に述べられているか、考えながら読もう。
　㋐筆者が立てた仮説
　㋑仮説の検証１（一つ目の実験とその結果）
　㋒仮説の検証２（二つ目の実験とその結果）
㋓結論

②㋐が書かれている段落を読み、筆者が、どのような事実
を基に、どのような仮説を立てたかを簡潔にまとめよう。

1

文章の構成や展開の効果を、根拠を明確にして考えよう。
① 検証１と２について、次の観点で読み取り、表にまとめよう。
㋐検証の目的　 ㋑検証の方法（○○して、□□ならば、……。）

　㋒実験・観察の手順　　㋓結果　　㋔結果に対する解釈・考察
② なぜ「仮説の検証２」を行う必要があったのかを考えよう。
③この文章の構成や展開の効果を根拠を明確にしてまとめよう。

2

文章を読んで、考えたことを話し合おう。
筆者の検証方法や結論には説得力があるかどうか、話し合おう。

3

知る  この文章で示された事実は、筆者の意見とどのような関係にあるか。

読む  この文章の構成や展開には、どんな効果があったか。
➡「○○を根拠とすることで」という言葉を使って述べてみよう。

つなぐ  仮説を検証する形で自分の意見を述べることの効果を挙げてみよう。

学びへの扉

見
通
し
を
も
つ

文章の構成や展開の効果を考え、根拠を明確にしてまとめよう。［学習活動］

目
標
●筆者の意見とそれを支える根拠との関係を理解する。（知る）
●文章の構成や展開の効果について、根拠を明確にして考える。（読む）

捉
え
る

読
み
深
め
る

考
え
を
も
つ

●●

　文章の構成や展開の効果
について考えるために、
まず何をすればいいだろう。

185ページ
目的に応じた要約

51ページ
文章の構成

45ページ
段落の役割

学びの
カギ

【
文
章
の
展
開
の
例
】

意見 事実

【
検
討
す
る
こ
と
】
⬇
根
拠
と
な
る
事
実

0202

学
習
の
全
体
像
と
中
心
が
ひ
と
目
で

わ
か
る
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

黄
色
で
強
調
し
た
部
分
は
、
左
ペ
ー

ジ
の
学
び
の
カ
ギ
に
示
さ
れ
た
そ

の
教
材
で
身
に
つ
け
た
い
資
質
・
能
力

に
つ
い
て
、
焦
点
化
し
て
学
ぶ
学
習
過

程
を
示
し
て
い
ま
す
。

左
右
の
ペ
ー
ジ
で
役
割
機
能
を
分
割

し
た
た
め
、
紙
面
上
で
も
わ
か
り
や
す

く
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
表
示
す
る
際

に
も
一
画
面
で
完
結
す
る
よ
う
な
レ
イ

ア
ウ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
自
ら
の
学
習
の
調
整
」の

ヒ
ン
ト
と
な
る
言
葉

「
学
び
の
カ
ギ
」で
示
さ
れ
た

学
習
を
焦
点
化
し
て
示
す
。

評
価
規
準
は
三
観
点
（
小
中
共
通
）

・
知
識
・
技
能

・
思
考
・
判
断
・
表
現

・
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

「
読
む
こ
と
」教
材
の「
学
び
の
へ
扉
」（
学
習
の
手
引
き
）構
成

1 年 p136-137「『言葉』をもつ鳥、シジュウカラ」手引き

学習の流れ・中心がひと目でわかる
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今、言葉にできることのすべてを
。

137 筋道を立てて ●「言葉」をもつ鳥、シジュウカラ

言の
葉ポケット

1

2

3

➡

目
標
● （知る）

● （読む）

捉
え
る

読
み
深
め
る

考
え
を
も
つ

　次に挙げた言葉の意味や使い方の違いを考えよう。
①仮説・仮定・予想
②検証・証明・裏づけ

思
考
の
レ
ッ
ス
ン
１

意
見
と
根
拠

138
ページ

そ
の
事
実
は
、
意
見
を
支
え
て
い
る
か
。

●

意
見
を
述
べ
る
文
章
で
は
、
筆
者
が
客
観
的

な
事
実
を
根
拠
と
し
て
意
見
を
主
張
し
た
り
、

仮
説
の
検
証
を
経
て
得
た
確
か
な
事
実
を
基

に
考
え
を
述
べ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。

●

文
章
の
構
成
や
展
開
に
説
得
力
が
あ
る
か

文
章
の
構
成
や
展
開
に
説
得
力
が
あ
る
か
を

判
断
す
る
に
は
、
根
拠
と
な
る
事
実
の
解
釈

や
、
意
見
と
の
結
び
付
き
に
問
題
が
な
い
か

を
検
討
す
る
と
よ
い
。

【
学
習
で
用
い
る
言
葉
】

仮
説

あ
る
現
象
を
説
明
す
る
た
め
に
、
仮
に
立

て
る
説
。

検
証

実
験
・
観
察
な
ど
に
よ
っ
て
得
た
事
実
と

照
合
し
、
仮
説
を
証
明
す
る
こ
と
。

137ページ

構成や展開の効果
185ページ

目的に応じた要約
51ページ
文章の構成

45ページ
段落の役割

構
成
や
展
開
の
効
果
を
考
え
る

学びの
カギ

【
文
章
の
展
開
の
例
】

意見 事実

【
検
討
す
る
こ
と
】
⬇
根
拠
と
な
る
事
実

・
事
実
の
解
釈
に
無
理
は
な
い
か
。

・
事
実
と
意
見
が
確
か
に
結
び
付
く
か
。

「
学
び
の
カ
ギ
」一
覧

278
ページ

学
び
の

地
図

…
…
異
な
る
し
ぐ
さ
を
示
し
ま
し
た
。

…
…
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

…
…
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

…
…
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
…
…
と
解
釈
で
き
ま
す
。

こ
こ
か
ら
、
…
…
と
結
論
づ
け
ら
れ
ま
す
。

実
験
や
観
察
の

結
果

結
果
に
基
づ
く

解
釈
・
考
察

278●

１
年
「
学
び
の
カ
ギ
」

１
年
そ
の
他
の
観
点

捉
とら

える読み深める

・・・・・・5・・・

読
む

こ
こ
に
は
、
説
明
的
な
文
章
を
読
む
た
め
の
基
本
的
な
観
点
を
ま
と
め
て
あ
る
。

説
明
的
な
文
章
を
読
ん
だ
り
、
書
い
た
り
す
る
と
き
に
役
立
て
よ
う
。

説
明
的
な
文
章
を
読
む
た
め
に

「
学
び
の
カ
ギ
」
一
覧

学
び
の

地
図

●

文
章
全
体
が
、
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て

い
る
か
を
捉
え
る
と
、
内
容
を
整
理
し
た
り
、

要よ
う

旨し

を
捉
え
た
り
す
る
こ
と
に
役
立
つ
。

●

説
明
的
な
文
章
は
、
典
型
的
な
構
成
の
型

を
踏ふ

ま
え
て
書
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

例

初
め
・
中
・
終
わ
り

序
論
・
本
論
・
結
論

●●●●● ●

段
落
の
役
割
に
着
目
す
る
と
、
文
章
の
内

容
や
構
成
、
中
心
と
な
る
部
分
が
捉
え
や

す
く
な
る
。

導
入

話
題
提
示
・
問
題
提
起

な
ど

序論
具
体
的
な
説
明

・
事
例

・
理
由

・
仮
説
↓
検
証

な
ど

本論
ま
と
め

筆
者
の
主
張
（
序
論
で
述
べ

る
こ
と
も
あ
る
）

な
ど

結論

段
落
の
役
割
に
着
目
す
る

文
章
の
構
成
に
着
目
す
る

事実意見
【
検
討
】

⬇
根
拠
と
な
る
事
実

【
学
習
で
用
い
る
言
葉
】

段
落
文
章
を
内
容
別
に
分

け
た
ま
と
ま
り
。
改
行
し
一

字
下
げ
る
。

要
旨
文
章
の
内
容
や
、
筆

者
の
考
え
の
中
心
と
な
る
事こ
と

柄が
ら

の
こ
と
。「
結
論
」
の
ま
と

ま
り
に
表
れ
る
こ
と
が
多
い
。

⬇
要
約

⬇

【
段
落
の
役
割
の
例
】

・
導
入

・
話
題
提
示

・
問
い
・
答
え

・
理
由

・
例
示

・
ま
と
め

・
筆
者
の
主
張

51
ページ

45
ページ

【
事
実
や
事
柄
を
正
確
に
伝
え
る
】

●

説
明
、
記
録
、
報
告

な
ど

【
根
拠
に
基
づ
き
意
見
を
述
べ
る
】

●

意
見
文
、
論
説
、
評
論
、
批
評

な
ど

●●● ●

他
の
文
章
や
統
計
調
査
な
ど
か
ら
、
文

や
語
句
、
数
値
な
ど
の
デ
ー
タ
を
引
い

て
く
る
こ
と
。

●

「

」
な
ど
で
地
の
文
と
は
区
別
さ
れ
る
。

●

事
実
の
説
明
や
意
見
を
補
強
し
た
り
、

補
足
し
た
り
す
る
役
割
が
あ
る
。

文
章
の
種
類

引
用

2
ページ

82
ページ

要
約

0303

汎
用
的
な
学
習
の
ポ
イ
ン
ト（
資
質・

能
力
）
を
、
図
解
で
整
理
し
ま
し
た
。

１
一
年
間
で
学
ぶ
資
質
・
能
力
を
、

タ
ブ
で
一
覧
で
き
ま
す
。

２
資
料
編
「
学
び
の
カ
ギ
」
一
覧
、

Ｑ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ
「
学
び
の
地
図
」

（
本
誌
Ｐ
５
）
で
、
学
び
の
カ
ギ

を
検
索
し
、
既
習
の
資
質
・
能
力

を
主
体
的
に
活
用
で
き
ま
す
。

学
び
の
カ
ギ
（
資
質・能
力
）
で
、

学
び
へ
の
扉

（
課
題
）
を
解
決
し
、

集
め
た
「
カ
ギ
」
を
学
び
の
中
で
活
用

す
る
。
こ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
実

生
活
に
生
き
る
課
題
解
決
の
力
を
育
み

ま
す
。

ま
た
、「
読
む
こ
と
」「
話
す
こ
と
・

聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」
の
三
領
域

を
通
し
て
学
び
の
カ
ギ
の
構
造
は

共
通
し
て
い
る
の
で
、
領
域
を
超
え
て

学
び
の
系
統
や
つ
な
が
り
が
見
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

学
び
の
カ
ギ

学習のポイント（資質・能力）を図解で整理

１

２
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ポイント

生
徒
一
人
一
人
の
興
味
・
関
心
や
課
題
に
応
じ
て
、
自
由
に
選
択
し
、
学
校
で
も
家
庭
で
も
活
用
で
き
る
Ｑ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
収
録
し
ま
し
た
。

学
び
た
い
こ
と
に
合
わ
せ
て
取
り
組
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
は
三
学
年
合
計
で
３
５
０
点
以
上
。

新
し
い
試
み
と
し
て
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
導
入
予
定
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ
（Com

puter Based Testing

）
形
式
の
問
題
な
ど
、

デ
ジ
タ
ル
端
末
上
に
直
接
書
き
込
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
も
多
数
収
録
し
て
い
ま
す
。

個
別
最
適
な
学
び
へ
―
多
様
な
Ｑ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ
で
、

一
人
一
人
の
学
び
に
寄
り
添
う

2

　「書くこと」教材には、テキスト入力形式で解答できる練習問題を
収録しました。書くことが苦手な生徒も、教材のポイントや文章上達
のコツを短時間で押さえられます。授業の導入だけでなく、家庭学習
でも活用できます。

書くことのミニレッスン

0404

　各学年の巻末に掲載している領域別の確認問題「国語の力試し」に
対応したQRコンテンツです。教科書掲載の問題と発展問題にCBT形
式で取り組み、資質・能力が身についたかを確認することができます。
　自己採点をすることで、生徒自身が「何ができたか／課題は何か」
を把握し、自らの学習の調整に生かすことができます。

国語の力試し

中学校国語教育相談室98号.indd   4 2024/04/09   10:02

今、言葉にできることのすべてを
。

スマートフォンでは正常に動作しないコンテンツもあります。タブレット端末でのご利用をお願いいたします。0505

●

国語の学習の中で、ICT 機器を活用すると効果的な場面を示してい

る。使用してよいかどうかを確かめたうえで、主体的に活用しよう。ICT 活用のヒント

読 む
話す
聞く 話すこと・聞くこと 書く 書くこと

見通しを
もつ

知識・技能
の習得

情報収集
情報整理

自分の
考えを
深める

考えを
表現する

友達との
交流・共有

ICTの
活用場面

1 集める・整理する
右表❹書くことのミニレッスン
書く前の準備運動。小学校で学ん
だ基

き

礎
そ

・基本を思い出そう。

1
 右表❽漢字の練習／漢字一覧表

  右表❼朗読音声

1 集める・整理する
ICT を活用して、情報を集めたり整理
したりしよう。

右表❸「話す・聞く」表現テーマ例集
何を話すか迷ったら参考にしよう。

2 組み立てる 3 伝え合う
動画や音声を視

し

聴
ちょう

し、効果的な
話し方や話し合
いのしかたを確
かめよう。

右表❷「話す・聞く」動画・音声

録音・録画機能を生かして練習するのも
効果的だ。
ICT 録画して自分の話し方を確かめる
　　 35ページ

2 組み立てる 3 表現する 
ICT 機器を使うと、構成の変

へん

更
こう

や推
すい

敲
こう

、
下書き段階での情報共有がしやすい。

ICT 案内文
　　　 117ページ

ICT レポート
　　　 142ページ

ICT 書きだしを共有
　　  する 230ページ

ICT  発表用資料
　　　 236ページ

右表❹書くことのミニレッスン
推敲する 118ページ（推敲の練習問題）

2

右表❻「読むこと」教材の資料

4 共有する

ICT 録画

4 共有する

ICT コメント機能

3

右表❻
　　 「読むこと」教材の資料

右表❶学びの地図 デジタル版「学びのカギ」一覧。

これから学ぶこと、これまでに学んだことが、いつでも確
かく

認
にん

できる。

右表❶学びの地図 右表❶国語の力試し

ジャージャー

ありオン ふりがな全画面 なし
読 む

もう一度 初めから解く　

1

ありオン ふりがな全画面 なし
読 む

もう一度 初めから解く　

1

❶見通しをもつ・振り返る ❼朗読音声

1

❷「話す・聞く」動画・音声

❽新出漢字・新出音訓

1
1

❾「文法への扉
とびら

」ワーク／練習問題

❸「話す・聞く」表現テーマ例集

10言葉／語
ご

彙
い

教材の資料
❹書くことのミニレッスン（ワーク）

11情報／読書教材の資料

12資料編

❺「書くこと」表現テーマ例集

❻「読むこと」教材の資料

ICT

ミニレッスンの解答を表示　書く

資料を引用して報告する

書くことのミニレッスン 表現テーマ例集書くことのミニレッスン 表現テーマ例集

ありオン ふりがな全画面 なし

［元の文］ ［修正文（左の文の下線部を直す）］

▶

ミニレッスンの解答を表示　書く

資料を引用して報告する
根拠を明確にして書こう

書くことのミニレッスン 表現テーマ例集書くことのミニレッスン 表現テーマ例集

ありオン ふりがな全画面 なし

［元の文］ ［修正文（左の文の下線部を直す）］

　「危ない」「悪いことや危険なことが起こりそうな
状態だ」とかの意味で、「やばい」という言葉を使
うことは昔からあったし、国語辞典にもその意味は
載ってる。

　「危ない」「悪いことや危険なことが起こりそうな
状態だ」  の意味で、「やばい」という言葉
を使うことは昔からあった  国語辞典に 国語辞典に
もその意味は 。

1 1

▶高木さんは、「やばい」という言葉について、レポートを書いている。
　　　 線部を、意見文にふさわしい表現に書き換えよう。

話し言葉を書き言葉に改める

　各教材の「学びのカギ」（本誌P３）を一覧に
しました。“これまで”の学びを“これから”の
学びに生かせます。

学びの地図

　デジタルの特性を生かしたワークで、文法の基
礎・基本を楽しく身につけられます。

「文法への扉」ワーク

　「話すこと・聞くこと」「書くこと」の教材に収
録されています。生徒一人一人が、自分に合った
テーマを見つけるサポートをします。

表現テーマ例集

　作品が生まれた背景や、文章に込めた思いなど
を語る書き手自身の声、表情に接することで、作
品への興味がいっそう深まります。

作者・筆者インタビュー動画

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
ヒ
ン
ト

Ｑ
Ｒコ
ン
テ
ン
ツ
一
覧
は
こ
ち
ら
か
ら

１
年

２
年

３
年

各
学
年
の
後
見
返
し
に
は
、
学
習
の

中
で
Ｑ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
活
用
す
る
と
効
果
的
な
場
面
を
一
覧

で
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
話
す
こ
と・聞
く
こ
と
」「
書

く
こ
と
」
の
各
教
材
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
画
面
や
ア
イ
コ
ン
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

の
活
用
方
法
や
活
用
イ
メ
ー
ジ
を
わ
か

り
や
す
く
示
し
ま
し
た
。
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ポイント

3
語
彙
力
は
、
全
て
の
学
び
に
お
い
て
、
ま
た
、
社
会
生
活
を
営
む
う
え
で
重
要
な
力
で
す
。

多
く
の
言
葉
に
出
会
い
、
自
分
の
思
考
や
感
情
を
的
確
に
言
語
化
す
る
た
め
に
、

そ
し
て
言
葉
を
通
じ
て
人
や
世
界
と
つ
な
が
る
た
め
に
、
子
供
た
ち
の
語
彙
力
を
高
め
る
教
材
を
用
意
し
ま
し
た
。

語
彙
力
を
高
め
る
―
言
葉
の
感
性
を
磨
き
、思
考
力・表
現
力
を
培
う

268

聴
覚

●

場
面
や
状
況
な
ど
を
伝
え
る
と
き
、
感
覚
で
捉
え
た
様
子
を
表
し
て
み
よ
う
。

表
現
の
幅
が
広
が
り
、
生
き
生
き
と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

感
覚
で
捉
え
た
言
葉

・
さ
え
る

　
　
・
鮮
明

　
　
　
・
カ
ラ
フ
ル

・
色
あ
せ
る

・　
　
・　
　く
す
む

・
　
　
　
・
　
　
　モ
ノ
ト
ー
ン

・
き
ら
め
く

・
照
る

　
　
　
　
・
燦さ

ん

然ぜ
ん

・
薄
明
か
り

・
ぴ
か
ぴ
か
　
　

ぴ
か
ぴ
か
　
　

　
　
・　
　
・　
　ぎ
ら
ぎ
ら

・
か
げ
る

・
ほ
の
暗
い

　
　
・　
　
・　
　お
ぼ
ろ
げ

・
暗
闇

　
　
・
漆し
っ

黒こ
く

　
　
　 ・
陰
影

　
　
・
陰
影

　
　

●
明
暗
・
光
と
影

● ●
形
状

●
色
彩

・
朝
日
が
さ
ん
さ
ん
と
降
り

注
ぐ
。

・
青
い
空
が
広
が
る
。

・
鳥
の
さ
え
ず
り
が
、
静 せ

い

寂 じ
ゃ
く

を
破
る
。

・
香
ば
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
匂

い
を
嗅か

ぐ
。

・
甘
い
パ
ン
を
食
べ
る
。

・
ひ
ん
や
り
と
し
た
朝
。

視

視

聴
嗅

味触

視
覚

嗅
覚

味
覚

触
覚

描写

朝朝夕
方

夜

270

●

●

●

●

●

●

●

●

人
物
を
表
す
言
葉

人
の
性
質
や
様
子
、
態
度
な
ど
を
表
す
言
葉
は
さ
ま
ざ
ま
に
あ
る
。

ど
の
表
現
が
ぴ
っ
た
り
く
る
か
を
考
え
て
、
使
っ
て
み
よ
う
。星

の
花
が
降
る
こ
ろ
に

少
年
の
日
の
思
い
出

字
の
な
い
葉
書

走
れ
メ
ロ
ス

似
た
よ
う
な
意
味
を
も
つ
言
葉
で
も
、
与
え
る
印
象
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
。ア

イ
ス
プ
ラ
ネ
ッ
ト

●

生 き

真
面
目
な
の
で
、
冗じ

ょ
う

じ
ょ
う

談だ
ん
だ
ん

が
通

じ
な
い
。

じ
な
い
。

●

課
題
に
対
し
て
、

し
ん
け
ん

取

り
組
む
。

・
熱
心

・
い
ち
ず

・
真し
ん

摯し

・
頭
が
固
い

頭
が
固
い

・
四
角
四
面

・
融ゆ
う

通ず
う

が
き
か
な
い

真
面
目

こ
だ
わ
る

賢か
し
こ

い

無む

邪じ
ゃ

気き

●

失
敗
に
、
い
つ
ま
で
も

失
敗
に
、
い
つ
ま
で
も
固固 こ

執執 し
つ

す
る
。

●

細
か
な
と
こ
ろ
ま
で

細
か
な
と
こ
ろ
ま
で
粘粘 ね

ば

り
強
り
強

く
取
り
組
む
。

取
り
組
む
。

・
根
気
強
い

・
ひ
た
む
き

・
意
志
を
貫
く

・
と
ら
わ
れ
る

と
ら
わ
れ
る

・
執し
ゅ
う

着ち
ゃ
く

す
る

・
凝こ

り
固
ま
る

●

彼
は
、
利
己
的
で
抜
け
目
が

な
い
。

●

彼
は
、
理
解
が
早
く
、

彼
は
、
理
解
が
早
く
、
聡聡 そ

う

明明 め
い

な
人
だ
。

人
だ
。

・
理
知
的

・
頭
脳
明め
い

晰せ
き

・
利
発

・
ず
る
賢
い

・
こ
ざ
か
し
い

・
計
算
高
い

●

あ
さ
は
か
な

は
か
な
振
る
舞
い
で
周
り

振
る
舞
い
で
周
り

を
困
ら
せ
る
。

を
困
ら
せ
る
。

●

あ
ど
け
な
い

あ
ど
け
な
い
笑笑え

が
お顔顔
にに

れ
る
。

・
素す

直な
お

・
純じ

ゅ
ん

粋す
い

・
天
真
爛ら

ん

漫ま
ん

・
思
慮
に
欠
け
る

思
慮
に
欠
け
る

・
単
純

・
短
絡
的

似
た
よ
う
な
言
葉
で
も
…
…

人
物
を
表
す
言
葉

言動
課
題
に
対
し
て
、
真
剣
に
取

り
組
む
。

真
面
目

272

抽
象
的
な
概
念
を
表
す
言
葉
は
、
思
考
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
た
め
の

道
具
と
な
る
。
意
味
を
正
し
く
理
解
し
、
適
切
に
使
え
る
よ
う
に
な
ろ
う
。

抽
象
的
な
概
念
を
表
す
言
葉

●
「
創
造
」
に
関
連
す
る
言
葉

類
義
語

創
作

対
義
語

模も

倣ほ
う

関
連
す
る
語

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

創
意
工
夫

独
創
性

創
出

破
壊

言
葉
を
広
げ
る

学
習
や
日
常
に
生
か
す

類
義
語
や
対
義
語
、
関
連

す
る
語
を
挙
げ
て
い
く
と
、

言
葉
が
広
が
る
ね
。

思考

当
・
ま
こ
と
・
真
理
・
正
真
正

銘
・
あ
り
の
ま
ま

対
虚き
ょ

構こ
う

事
実
類
真
実
・
現
実

関
本

良
識
・
機
知
・
知
見
・
教
養
・
文も

ん

殊じ
ゅ

の
知
恵

知
識
関
知
恵
・
知
力
・
英
知
・

底
・
根
本
・
根
幹
・
土
台
・
い
し

基
本
類
基
礎
・
基き

盤ば
ん

関
根

関

対

類

対

類

関

い
き
さ
つ
・
風
向
き

事
情
関
情
況
・
情
勢
・
動
向
・

法
・
道
理
・
つ
じ
つ
ま
・
ロ
ジ
ッ

ク
・
理
路
整
然

論
理
類
理
屈

関
筋
道
・
論

言
づ
て
・
告
知
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

伝
達
関
伝
言
・
通
達
・
疎
通
・

関

類 類

関

関

気
持
ち

気
・
意
識
・
心こ

こ
ち地
・
心
持
ち
・
情

感
・
ス
ピ
リ
ッ
ト

類
気
分

関
精
神
・

心
積
も
り
・
気
構
え
・
胸
の
内

意
志
類
意
図

関
志
向
・
志
・

発
・
は
つ
ら
つ
・
精
気
・
生
気
に
あ

ふ
れ
る
・
自
由
闊か
っ

達た
つ

・
伸
び
伸
び

活
気
類
生
気

関
活
力
・
活

関
対

関類

関

社会

美術

保健
体育

音楽

日常

理科数学

技術
家庭

英語

国語

創
造

○○の改革
・ 従来の仕組みが
変容。
→……に発展。

栄養素
体の組織…調子
……分解・吸収

274語彙ブック

はっと

飛び上がる
びっくりする

仰
ぎょう

天
てん

する 驚
きょう

嘆
たん

する

愕
がく

然
ぜん

とする

寝
ね

耳
みみ

に水

舌を巻く

あさましがる

類語辞典
　意味が似ている言葉を集
め、意味の違

ちが

いなどを説明
した辞典。

古語辞典
　古い時代に使われてい
た日本語を集めた辞典。

擬音語・擬態語辞典
　音声や、ものの様子をそ
れらしく表す擬音語・擬態
語を集めた辞典。

ことわざ・慣用句辞典
　ことわざや慣用句を集め、
意味や使い方について説明
した辞典。

目を丸くする

ぎょっと
ぎくり

耳驚く
驚く

肝
きも

を冷やす

さ
ま
ざ
ま
な
辞
典
を
使
い
こ
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
葉
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。「
驚お
ど
ろ

く
」
に
関
連
す
る
言
葉
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
。

のけ反る たまげる

どきり

意表をつかれる

おどろ -く【驚く】

　思いがけない出来事
で、心が騒

さわ

ぐ。びっく
りする。

他
に
も
、
心
情
を
表
す
言
葉
や
比ひ

喩ゆ

表
現
、
外
来
語
を
集
め
た
も
の
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
辞
典
が
あ
る
よ
。
お
気
に

入
り
の
辞
典
を
探
し
て
み
よ
う
。

辞
典
を
活
用
し
て
言
葉
を
広
げ
よ
う

コラム

驚く

国語辞典
　言葉の意味や用例を説
明した辞典。

19
ページ 言葉を調べる

た
く
さ
ん
の
言
葉
に
出
会
い
、自
分
の
思
い
や
考
え
に
ぴ
っ
た
り
の
表
現
を
見
つ
け
る
た
め
の
新
教
材
を
、

各
学
年
の
巻
末
に
設
け
ま
し
た
。

「
知
っ
て
い
る
言
葉
」
を
「
使
え
る
言
葉
」
に
で
き
る
よ
う
に
、
言
葉
を
系
統
的
に
整
理
し
、
用
例
や
イ

ラ
ス
ト
と
と
も
に
文
脈
の
中
で
学
ぶ
形
に
し
て
い
ま
す
。

す
ぐ
に
開
け
る
ブ
ッ
ク
イ
ン
ブ
ッ
ク
形
式
な
の
で
、
本
編
の
教
材
と
行
き
来
し
な
が
ら
活
用
で
き
ま
す
。

語
彙
ブッ
ク

系統 1 年 2年 3年

描写 情景を表す言
葉

感覚で捉えた
言葉

心の動きを表
す言葉

言動
心情・行為を
表す言葉

人物を表す言
葉

慣用句 ･ こと
わざ・四字熟
語・故事成語

思考 思考するとき
の言葉

抽象的な概念
を表す言葉

批評するとき
の言葉

コラム
辞典を活用し
て言葉を広げ
よう

結び付きに着
目して言葉を
広げよう

言葉と私

「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ

と
」「
書
く
こ
と
」
領
域

で
は
、
学
習
内
容
に
応
じ

た
話
型
・
文
型
を
、「
読

む
こ
と
」
領
域
で
は
、「
言

葉
」
を
切
り
口
に
し
た
設

問
を
豊
富
に
紹
介
し
て
い

ま
す
。 言

の
葉
ポ
ケッ
ト

0606

主
体
的
に
語
彙
を
広
げ
、
語
感
を
磨
く
た
め
の
教
材
を
各
学
年
に
位

置
づ
け
ま
し
た
。語
彙
力
を
高
め
る
方
法
を
具
体
的
に
示
し
て
い
ま
す
。

語
彙
を
豊
か
に

す
ぐ
に
開
け
る
ブ
ッ
ク
イ
ン
ブ
ッ
ク
形
式

他のページよりも上部が 1㎝短いので、いつ
でも開きやすく、見返しやすくなっています。
表紙のQRコードからは、小学校で学んだ語
句を集めた「言葉の宝箱」や、前学年までの「語
彙ブック」の内容を確認できます。

2 年 p268

2 年 p272

2 年 p270

1 年 p274
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今、言葉にできることのすべてを
。

94

•

麦ば
く

秋し
ゅ
う

麦
が
実
り
熟
す
る
時
期
の
こ
と
。
五
月
ご
ろ
。「
む
ぎ
あ
き
」「
麦
の
秋
」
な
ど
と
も
い
う
。

•

山
滴し

た
た

る

青
々
と
し
た
草
木
に
お
お
わ
れ
る
こ
ろ
の
、
み
ず
み
ず
し
い
生
命
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
山
の
様
子
。

•

蟬せ
み

時し
ぐ
れ雨

せ
み
が
一
斉
に
鳴
く
声
を
、
時
雨
（
晩
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
降
る
通
り
雨
）
の
音
に
た
と
え
た
表
現
。

あ
な
た
が
夏
を
感
じ
る
の
は
、
ど
ん
な
と
き
だ
ろ
う
か
。
入
道
雲
を
見
た
と
き
、
せ

み
の
声
を
聞
い
た
と
き
、
暑
い
日
に
木こ

陰か
げ

で
す
ず
ん
で
い
る
と
き
…
…
。

作
品
に
描
か
れ
た
情
景
の
中
に
、
夏
を
感
じ
て
み
よ
う
。

山
に
の
ぼ
る
と

海
は
天
ま
で
あ
が
っ
て
く
る
。

な
だ
れ
お
ち
る
よ
う
な

　
　
　若
葉
み
ど
り
の
な
か
。

下
の
方
で

し
ず
か
に

か
っ
こ
う
が
な
い
て
い
る
。

風
に
吹
か
れ
て

高
い
と
こ
ろ
に
た
つ
と

だ
れ
で
も
し
ぜ
ん
に

世
界
の
ひ
ろ
さ
を
か
ん
が
え
る
。

小お

野の

十と
お

三ざ
ぶ

郎ろ
う

「
山
頂
か
ら
」
よ
り

目
に
は
青
葉

　
　
　山
ほ
と
と
ぎ
す
は
つ
松が
つ
を魚

山や
ま

口ぐ
ち

素そ

堂ど
う

（
オ
）

が
つ
を
（
オ
）

が
つ
を

六
月
を
奇き

麗れ
い

な
風
の
吹
く
こ
と
よ

正ま
さ

岡お
か

子し

規き

夏
の
植
物
や
動
物
に
ま
つ
わ
る
言
葉

●

言
の
葉
ポ
ケ
ッ
ト

提
案
を
検
討
す
る
と
き

●

○
○
と
い
う
観
点
／
目
的
に
沿
っ
て

考
え
る
と
…
…
。（
話
し
合
い
の
観

点
や
目
的
を
確
か
め
て
発
言
す
る
。）

●

○
○
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
ま

す
が
、
□
□
と
い
う
点
で
は
…
…
。

（
各
案
の
共
通
点
と
相
違
点
を
明
確

に
す
る
。）

互
い
の
意
見
を
生
か
し
て
、
合
意
形
成

を
目
ざ
す
と
き

●

○
○
も
確
か
に
大
切
で
す
が
、
□
□

と
も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
。（
考
え

る
角
度
を
変
え
て
提
案
す
る
。）

●

○
○
と
い
う
点
で
は
意
見
が
一
致
し

て
い
ま
す
ね
。（
合
意
し
や
す
い
一

●

▼

C

D

E

▼

D

C

A

A

C

E

E

C

E

E

C

▼▼▼▼▼▼▼ ▼

A

B

C

D

E

司
会

議
題

各グループ
の提案

■

●

言
の
葉
ポ
ケ
ッ
ト

説
明
す
る
と
き
の
表
現

●

…
…
は
、
…
…
の
た
め
で
あ
る
。

●

…
…
だ
か
ら
こ
そ
、
…
…
で
き
る
。

●

○
○
に
は
、
…
…
と
い
う
役
割
が
あ
る
。

●

も
し
…
…
な
ら
ば
、
…
…
だ
ろ
う
。

●

○
○
と
比
べ
る
と
／
○
○
と
は
違
っ
て
…
…
。

●

○
○
で
は
、
…
…
だ
が
、
□
□
は
…
…
だ
。

●

ま
る
で
○
○
の
よ
う
に
、
…
…
。

ୡਓかΒのͻとݴ

﹇
道
具
の
使
い
や
す
さ
の
秘
密
を
、
不
特
定
多
数
に
向
け
て
説
明
し
た
文
章
の
例
﹈

●●●●●●

D CE B A

ポイント❶

ポイント❷

●●●●●●●●●●●

初め中終わり
■

■

■

●

言の
葉ポケット

目
標

●
（知る）

●
（読む）

1

2

1 2

3

捉
え
る

読
み
深
め
る

考
え
を
も
つ

　この作品には、「激怒」「邪悪」「歓喜」などの漢語が多く使われて
いる。和語に置き換え、印象の違いを考えてみよう。

●●

27ページ
登場人物の設定

109ページ
表現の効果

103ページ
言動の意味

学びの
カギ

【
王
の
人
物
像
】

冒
頭

結
末

人
物
像
を
表
す
表
現

﹇
直
接
表
現
﹈

﹇
会
話
﹈

﹇
様
子
﹈

人
物
像
を
表
す
表
現

﹇
様
子
・
行
動
﹈

﹇
会
話
﹈

●

言の
葉ポケット

1

2

3

目
標
● （知る）

● （読む）

と
ら
え
る

読
み
深
め
る

考
え
を
も
つ

　本文から「見る」ことに関する言葉や慣用句を抜き出し、注目の度
合いや、見る時間の長さの順に整理してみよう。

【
文
章
の
構
成
の
例
】

●●

例

導
入

話
題
提
示
・
問
題
提
起な

ど

ま
と
め

筆
者
の
主
張（
序
論
で
述

べ
る
こ
と
も
あ
る
）
な
ど

具
体
的
な
説
明

・
事
例

・
理
由

・
仮
説
↓
検
証

な
ど

序論本論結論

● ● ●

185ページ
目的に応じた要約

137ページ
構成や展開の効果

45ページ
段落の役割

学びの
カギ

動きを表す言葉 ③　見はるかす｜遠くの景色や将来をはるかに見わたすこと。見はらす。

色の名前 ② 萌
もえ

黄
ぎ

色●｜春の草木のような、みずみずしい黄緑色。

時を表す言葉 ⑧ 東
しののめ

雲｜夜明け。明け方。また、明け方に東の空にたなびく雲。

76●

皆
の
前
で
先
生
に
ほ
め
ら
れ
て
、
恥
ず
か
し

か
っ
た
。

例例

①
気
持
ち
を
ひ
と
言
で
表
そ
う

印
象
に
残
っ
た
出
来
事
に
つ
い
て
、
そ
の
と
き
の
気

持
ち
を
ひ
と
言
で
表
そ
う
。

③

①

②
気
持
ち
を
表
す
言
葉
を
集
め
よ
う

　
　 ①
と
似
た
意
味
の
言
葉
を
集
め
よ
う
。
そ
の
言
葉
か

ら
連
想
し
た
り
、
言
い
換
え
た
り
し
て
、
で
き
る
だ
け

　
　
ら
連
想
し
た
り
、
言
い
換
え
た
り
し
て
、
で
き
る
だ
け

　
　

多
く
の
言
葉
を
集
め
て
み
よ
う
。
国
語
辞
典
や
類
語
辞

典
を
活
用
す
る
と
よ
い
。

新
出
漢
字

新
出
音
訓 語

彙
を
豊
か
に

心
情
を
表
す
言
葉

伝
え
た
い
思
い
を
、
う
ま
く
言
葉
に
で
き
な
い
。
そ
ん
な
経
験
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

心
情
を
的
確
に
表
現
す
る
に
は
、
普
段
か
ら
言
葉
を
蓄
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
。

言
葉
を
集
め
、
自
分
の
気
持
ち
に
ぴ
っ
た
り
の
表
現
を
探
す
練
習
を
し
よ
う
。

語
彙
ブ
ッ
ク

270
ページ

語
彙
を
広
げ
る

似
た
意
味
の
言
葉
を

集
め
る

くすぐったいくすぐったい
ͦ͜͹Ώい

ஏͣかしいؾஏͣかしいؾ

໘目ない
খっஏͣかしい

໘はΏい

রれくさいরれくさいやましいやましい
ろΊたいޙろΊたいޙ

਎のஔき਎のஔき
ど͜ろがない

かΒإ
Րが出る

きまりがѱいきまりがѱい

਎がͤまいݞ਎がͤまいݞ

݀があったΒ
ೖりたい

Άっと

どぎまぎ

΋͡΋͡΋͡΋͡

どきどき

ま͝ま͝

擬音語・擬態語 慣用句

語
感
を
磨
く【申し訳ない気持ち】 【照れる気持ち】

ஏͣかしい

 ［言葉を集めるヒント］
・慣用句・ことわざで言い換える　

・漢語→和語や外来語に　和語→漢語や外来語に

・擬音語・擬態語（音や様子を表す言葉）で表す

﹇
意
味
の
違
い
で
整
理
し
た
例
﹈

﹇
使
う
場
面
の
違
い
で
整
理
し
た
例
﹈

語
彙
ブ
ッ
ク
を
参
考
に

し
て
、
言
葉
を
集
め
よ
う
。

様子を表す言葉
（「い」で終わる言葉）

言
葉
へ
の
感
性
を
育
む
た
め
に
、
四
季
折
々
の
言
葉
や
詩
歌
を
厳
選

し
、
挿
絵
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

季
節
の
し
お
り

「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ

と
」「
書
く
こ
と
」
領
域

で
は
、
学
習
内
容
に
応
じ

た
話
型
・
文
型
を
、「
読

む
こ
と
」
領
域
で
は
、「
言

葉
」
を
切
り
口
に
し
た
設

問
を
豊
富
に
紹
介
し
て
い

ま
す
。 言

の
葉
ポ
ケッ
ト

日
本
語
の
豊
か
さ
に
触
れ
る
場
と
し
て
、中
扉
に「
動
き
を
表
す
言
葉（
1
年
）」

「
色
の
名
前
（
2
年
）」「
時
を
表
す
言
葉
（
3
年
）」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

言
葉
を
味
わ
う

0707

主
体
的
に
語
彙
を
広
げ
、
語
感
を
磨
く
た
め
の
教
材
を
各
学
年
に
位

置
づ
け
ま
し
た
。語
彙
力
を
高
め
る
方
法
を
具
体
的
に
示
し
て
い
ま
す
。

語
彙
を
豊
か
に

１年

２年

３年

見
は
る
か
す

萌
黄
色

東
雲

1 年 p761 年 p94
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価
値
あ
る
教
材
は
、
生
徒
の
心
を
動
か
し
、
充
実
し
た
対
話
を
生
み
ま
す
。
生
徒
が
感
じ
、
考

え
た
こ
と
を
自
由
に
伝
え
合
い
、
多
様
性
に
目
を
開
く
。
そ
ん
な
国
語
の
授
業
を
支
え
ま
す
。

「
読
む
こ
と
」教
材
一
覧

―
―
多
様
な
情
報
や
他
者
の
考
え
を
正
確
に
把
握
し
て
自
分
の
意
見
を
も
ち
、課
題
解
決
の
力
を
身
に
つ
け
る

―
―
一
人
一
人
異
な
る
、多
様
な
解
釈
を
交
わ
し
合
う
こ
と
で
、他
者
に
出
会
い
、自
分
を
見
つ
け
る

文
学
的
な
文
章

１
年

新
し
い
視
点
で

ダ
イ
コ
ン
は
大
き
な
根
？

説
明

稲
垣
栄
洋

ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て

説
明

桑
原
茂
夫

言
葉
に
立
ち
止
ま
る

比
喩
で
広
が
る
言
葉
の
世
界解

説

森
山
卓
郎

情
報
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

情
報
収
集
の
達
人
に
な
ろ
う   

筋
道
を
立
て
て

「
言
葉
」を
も
つ
鳥
、シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

記
録

鈴
木
俊
貴

価
値
を
見
い
だ
す

「
不
便
」の
価
値
を
見
つ
め
直
す

意
見

川
上
浩
司

資
料
編

幻
の
魚
は
生
き
て
い
た 

 

中
坊
徹
次

新

２
年

多
様
な
視
点
か
ら

ク
マ
ゼ
ミ
増
加
の
原
因
を
探
る

報
告

沼
田
英
治

情
報
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

デ
ジ
タ
ル
市
民
と
し
て
生
き
る   

解
説

坂
本  

旬

論
理
を
捉
え
て

モ
ア
イ
は
語
る
│
│
地
球
の
未
来

論
説

安
田
喜
憲

価
値
を
語
る

君
は
「
最
後
の
晩
餐
」を
知
っ
て
い
る
か

評
論

布
施
英
利

「
最
後
の
晩
餐
」の
新
し
さ
解
説

藤
原
え
り
み

新

３
年

視
野
を
広
げ
て

作
ら
れ
た
「
物
語
」を
超
え
て

論
説

山
極
寿
一

言
葉
と
と
も
に

言
葉
の
釣
り
糸
を
垂
ら
す   随

筆

い
し
い
し
ん
じ

情
報
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

実
用
的
な
文
章
を
読
も
う   

報
道
文
を
比
較
し
て
読
も
う   

自
ら
の
考
え
を

複
数
の
意
見
を
読
ん
で
、考
え
よ
う   

│
│
正
解
が
一
つ
に
決
ま
ら
な
い
課
題
と
向
き
合
う

　
　  

論
説

真
鍋
淑
郎
・
伊
勢
武
史
・
堅
達
京
子

価
値
を
生
み
出
す

そ
れ
で
も
、言
葉
を   

評
論

鷲
田
清
一

未
来
へ
向
か
っ
て

ア
ラ
ス
カ
と
の
出
会
い
随
筆

星
野
道
夫

資
料
編

二
つ
の
悲
し
み 

 

杉
山
龍
丸

新新
新

新

新

１
年

朝
の
リ
レ
ー

詩

谷
川
俊
太
郎

言
葉
に
出
会
う
た
め
に

野
原
は
う
た
う

詩

工
藤
直
子

学
び
を
ひ
ら
く

は
じ
ま
り
の
風   

物
語

蜂
飼
耳

言
葉
に
立
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／
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が
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句
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で

挨
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│
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爆
の
写
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て
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友
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随
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光
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瀬
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森
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外
／
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の
生
涯
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新
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説
明
的
な
文
章

論理の吟味 視野を広げる価値の創造
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今、言葉にできることのすべてを
。

―
―
一
人
一
人
異
な
る
、多
様
な
解
釈
を
交
わ
し
合
う
こ
と
で
、他
者
に
出
会
い
、自
分
を
見
つ
け
る

文
学
的
な
文
章

―
―
一
冊
と
の
出
会
い
か
ら
、時
代
や
国
境
を
超
え
た
未
知
の
世
界
に
触
れ
る
喜
び
を
知
る

読
書

３
年

視
野
を
広
げ
て

作
ら
れ
た
「
物
語
」を
超
え
て

論
説

山
極
寿
一

言
葉
と
と
も
に

言
葉
の
釣
り
糸
を
垂
ら
す   随

筆

い
し
い
し
ん
じ

情
報
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

実
用
的
な
文
章
を
読
も
う   

報
道
文
を
比
較
し
て
読
も
う   

自
ら
の
考
え
を

複
数
の
意
見
を
読
ん
で
、考
え
よ
う   

│
│
正
解
が
一
つ
に
決
ま
ら
な
い
課
題
と
向
き
合
う

　
　  

論
説

真
鍋
淑
郎
・
伊
勢
武
史
・
堅
達
京
子

価
値
を
生
み
出
す

そ
れ
で
も
、言
葉
を   

評
論

鷲
田
清
一

未
来
へ
向
か
っ
て

ア
ラ
ス
カ
と
の
出
会
い
随
筆

星
野
道
夫

資
料
編

二
つ
の
悲
し
み 
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あ
と
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瀬
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こ
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の
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女
が
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梨
木
香
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年
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／
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澤
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又
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介
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デ
ジ
タ
ル
な
ら
で
は
の
機
能
と
コ
ン
テ
ン
ツ
で
、
個
別
最
適
な
学
び
・
協
働
的
な

学
び
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
実
現
す
る
道
具
と

し
て
の
活
用
や
、
先
生
方
の
授
業
準
備
等
の
負
担
軽
減
も
可
能
に
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
教
科
書・教
材（

★
印
は
「
＋
教
材
」
の
み
の
機
能
と
な
り
ま
す
。）

段
落
の
中
心
と
な
る
文
に
マ
ー

カ
ー
を
引
い
た
り
、
付
箋
を
貼
っ
て

ポ
イ
ン
ト
を
書
い
た
り
す
る
な
ど
、

多
様
な
書
き
込
み
機
能
を
使
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

書
き
込
み
を
消
す
こ
と
も
簡
単
な

の
で
試
行
錯
誤
し
や
す
く
、
学
習
の

記
録
を
手
軽
に
残
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。 「

ど
う
ぐ
」ツ
ー
ル

振
り
仮
名
の
表
示
や
文
字
色
・
背

景
色
の
変
更
、
機
械
音
声
に
よ
る
読

み
上
げ
な
ど
、
教
科
書
へ
の
ア
ク
セ

ス
を
助
け
る
機
能
を
多
数
搭
載
し
て

い
ま
す
。

生
徒
一
人
一
人
の
見
え
方
・
聞
こ

え
方
に
応
じ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き

る
の
で
、
支
援
を
要
す
る
生
徒
に
も

有
効
で
す
。

紙
面
表
示
の
カ
スタマ
イ
ズ

各
教
材
の
「
振
り
返
り
」
を
学
習

ロ
グ
と
し
て
蓄
積
し
、
一
覧
で
き
ま

す
。
蓄
積
し
た
「
振
り
返
り
」
は
、

領
域
ご
と
に
集
約
さ
れ
る
の
で
、「
自

ら
の
学
び
の
調
整
」を
生
徒
に
促
し
、

新
た
な
学
び
へ
つ
な
げ
ま
す
。

指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
と
も

連
携
で
き
ま
す
。

「
振
り
返
る
」ポ
ー
ト
フォ
リ
オ
★

読
む
こ
と
教
材
の
本
文
や
挿
絵
・

写
真
を
抜
き
出
し
、
カ
ー
ド
に
し
て

配
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
文

章
を
書
き
写
す
負
担
を
軽
減
し
、
考

え
る
時
間
を
生
み
出
し
ま
す
。

自
分
の
考
え
を
視
覚
化
し
、
友
達

ど
う
し
で
比
較
す
る
こ
と
で
、
新
し

い
気
づ
き
や
学
び
が
生
ま
れ
ま
す
。

マ
イ
黒
板
★

1010

学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
＋
教
材
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今、言葉にできることのすべてを
。

動
か
し
た
り
書
き
込
ん
だ
り
で
き

る
、デ
ジ
タ
ル
な
ら
で
は
の
ワ
ー
ク・

資
料
を
多
数
収
録
し
ま
し
た
。

生
徒
一
人
一
人
が
学
習
の
目
的
や

習
熟
度
に
応
じ
て
取
り
組
め
る
よ

う
、
多
様
な
形
式
・
レ
ベ
ル
の
問
題

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

学
習
の
目
的
や
習
熟
度
に
応
じ
て
活
用
で
き
る
多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
★

指
導
に
役
立
つ
コ
ン
テ
ン
ツ
や
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
資
料
な
ど
を
多
数
収
録

し
て
い
ま
す
。
多
彩
な
コ
ン
テ
ン
ツ

は
、生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
た
り
、

教
材
へ
の
理
解
を
深
め
た
り
す
る
の

に
役
立
ち
ま
す
。
ま
た
、
先
生
の
授

業
準
備
の
負
担
を
軽
減
し
、
授
業
づ

く
り
を
支
え
ま
す
。

思考ツール作者・筆者インタビュー

暗唱ワーク資料動画・写真

人物相関図作成ツール板書提示用スライド

「振り返る」ポートフォリオ

1111

指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書（
教
材
）

「『振り返る』ポートフォリオ」では、生徒が
学習ログとして保存・蓄積した「振り返り」
を、先生の端末から閲覧したり、生徒へコメ
ントを送信したりすることができます。

閲覧・コメント

提出

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・
教
材
の
詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら
↓

クラウドで連携

中学校国語教育相談室98号.indd   11 2024/04/09   10:02


